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3/34UD研究部会第１期 （2002-04）１．活動報告

活動
目的

・ワークプレイスへのＵＤ導入の価値を明らかにする
・ワークプレイスへのＵＤ導入の道具立てをつくる

2002.4-2003.6
品質評価研究部会 ＵＤ検討会

2003.7-2004.12
ＵＤ研究部会

02. 4 検討会設置

活動
内容

02.12 企業インタビュー

02.12 ＵＤ国際会議発表

02. 5 伊豆高原合宿

03. 1  企業ＢＭ調査

03. 2 カレント記事掲載

03. 3 WWP横浜発表

03. 6 WWPプラハ論文

03. 6 企業事例セミナー2

03. 5 企業事例セミナー1

03. 7 研究部会承認

03.11 FM国際大会発表

03.10 WWPダラス発表

03. 9 建築学会発表

04. 2 調査研究報告会

04. 9 報告書発刊

02.10 藤野合宿

部会
構成
(12名)

堀口かおり（富士通）
落合孝則（富士通病院）
曽川大（ＵＤコンソーシアム）
仲田裕紀子（Ｇ ｂｙ Ｋ）
足立研（日本経済社）
森山政与志（日本郵政公社）

成田一郎（大成建設）
小町利夫（野村不動産）

似内志朗（日本郵政公社）

市川陽子（ミシガン大学）

萩野仁美（アイデザイン）

塩川完也（ＮＴＴ西日本）

東京

札幌

大阪

英国

米国

INTERNET



4/34UD研究部会第2期 （2005-06）１．活動報告

活動
目的

・ワークプレイスへのＵＤ導入の価値を明らかにする
・ワークプレイスへのＵＤ導入の道具立てをつくる

活動
内容

報告書1 65432 10987
コア活動

報告書
発刊

国際会議

調査研究

企業提携

記事
執筆

部会
構成
（２７名）

ＵＤ評価

自由活動

オフィスＵＤの事例とアイディアの収集

竹澤（ Johnson & Johnson ），三ッ木（公共建築協会）
諏訪・嶋田（東京海上日動ファシリティーズ）
増村（日本設計），赤井（バークレー）
沢田（清水建設），氏家（コクヨオフィスシステム）
池田（ＦＭネット），中沢（バリアフリーカンパニー）
川野・西端（プラススペースデザイン），清水（ＩＴＯＫＩ）
観音（構造計画研究所），本田（ＪＦＭＡ）

野瀬（オフィスＫ）

落合（富士通病院）

曽川（ＵＤＣ）

仲田（Ｇ ｂｙ Ｋ）

足立（日本経済社）

森山（日本郵政公社）

成田（大成建設）

小町（野村不動産）

似内（日本郵政公社）

塩川（ＮＴＴ西日本）

萩野（アイデザイン）

市川（ミシガン大学）



5/34マンスリーミーティング１．活動報告

① ＵＤオフィス最新事例紹介(2/22，世話役：曽川)

②ミューザ川崎セントラルタワー事例紹介（3/24，世話役：島田・諏訪）

③家具メーカー３社によるＵＤワークステーション（4/27，世話役：氏家）
ゲスト：イトーキ清水氏，内田洋行老山氏

④デンマークにおける建築物のＵＤ（5/27，世話役：三ッ木）
ゲスト：公共建築協会（前国土交通省北海道開発局営繕部長）戸塚晃理事

⑤高齢者雇用時代が求めるオフィス（7/6，世話役：足立）
ゲスト：高齢・障害者雇用支援機構山田祐之氏

⑥オフィスのＵＤ評価手法の検討（7/29，世話役・発表者：沢田）

⑦企業価値とＦＭ，バリューベースＷＰデザイン評価（8/26，世話役：市川）

⑧財団法人ノーマライゼーション住宅財団（10/12，世話役：似内）
ゲスト：土屋ホーム土屋公三会長

⑨ ＦＭ国際大会リハーサル，ＷＷＰ発表報告（11/22，世話役：沢田・似内）

⑩やさしさ 快適について（12/22，世話役：川野・西端）

⑪オフィスはどこへ行くのか？ 環境心理の立場から（1/24，世話役：三ッ木）
ゲスト：竹中工務店宇治川正人氏

⑫六本木ヒルズにおけるオフィスライフおよびニーズ調査（2/17，世話役：池田）
ゲスト：森ビル 橋本茂一郎氏
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１．平成１７年度 UD研究部会の活動報告
・具体的な活動内容

２．UDガイドライン
・建物のスケルトン，インフィル，運営・維持に関するUD基準

３．UD評価手法
・UDガイドラインに基づくUD格付け手法

４．ケーススタディ
・UD評価手法の適用事例

５．今後の課題



7/34第１期報告書 「オフィスのユニバーサルデザインに向けて」第１期報告書 「オフィスのユニバーサルデザインに向けて」２．UDガイドライン

2004.9.30発刊
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不動産取得

アクセス

立地環境

建築計画［スケルトン］

施設へのアクセス

フロアへのアクセス

単位空間

単位空間

内装計画

サイン

スペースプランニング

建築計画［インフィル］

環境計画

快適な執務空間

多様性への配慮

個別ニーズ対応

執務スタイル配慮

利便性への配慮

安全性の確保

安全性の確保

FM業務サイクルでUDを考える

経営者　
　　

　　

ワーカー

顧客

　

運営・維持

戦略・計画

評
価

ファシリティ　

プロ
ジェ
クト

  管
 理
　

 

株　主債権者 　
　　
　　

率

FMの基本

統括マネジメント

UD戦略･計画

UD評価

運営･維持

プロジェクト管理

２．UDガイドライン



9/34評価項目の抽出および構造２．UDガイドライン

建築計画［スケルトン］

建築計画［インフィル］

不動産取得

アクセス

立地環境

施設へのアクセス

フロアへのアクセス

単位空間

単位空間

内装計画

サイン

ｽﾍﾟｰｽﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ

環境計画

快適な執務空間

多様性への配慮

個別ニーズ対応

執務スタイル配慮

利便性への配慮

安全性の確保

安全性の確保

統括マネジ
メント

UD戦略
・計画

UD評価

運営･維持

プロジェクト
管理

施設へのアクセス

•敷地出入口
•敷地内通路
•駐車場
•駐車場からの歩道
•車寄せ

フロアへのアクセス

•建物の出入口
•エントランスホール
•受付
•待合スペース
•廊下
•階段
•ｴﾚﾍﾞｰﾀ･ｴｽｶﾚｰﾀ

単位空間
•トイレ
•湯沸室

建築計画（インフィ
ル）段階

スペースプランニング
•ゾーニング
•レイアウティング

単位空間

•ワークステーション
•業務支援空間
•情報管理空間
•生活支援空間

環境計画
•熱環境
•光環境

内装計画
•色彩計画
•有害物質の抑制
•内装仕上げ・室内建具

サイン •サイン

多様性への配慮

•個別ニーズへの対応
•快適な執務環境の整備
•利便性への配慮
•執務スタイルへの配慮

安全性の確保 •安全性の確保

建築計画（スケル
トン）段階

運営・維持



10/34UDガイドラインの構成２．UDガイドライン

ユーザーニーズ

現状
fact

UD７視点
（考える切り口）

best

基本的対応事項
must

参考事例
better

① ユーザーのニーズ
・各CSFの目指すべき目的は何かを定性的に記述。

② 基本的な対応事項 must
・コストにかかわらず守るべき事項
・法令（ハートビル法利用円滑化基準）など
・安全上必要な事項など

③ ユニバーサルデザインの視点 best
・ユニバーサルデザイン７視点から望ましい事項

④ 参考事例 better
・現実的な解決事例を掲載 （計画上の創意工夫）

視点1: 公平さ （誰でも大丈夫）
視点2: 柔軟さ （どうやっても大丈夫）
視点3: 直感的・単純さ （考えなくても大丈夫）
視点4: 情報認知の容易さ （頑張らなくても大丈夫）
視点5: 誤用に対する寛容さ （間違っても大丈夫）
視点6: 身体的負担の少なさ （無理しなくても大丈夫）
視点7: 移動・使用空間のゆとり （どこに行っても大丈夫）



11/34「階段」（スケルトン）のガイドライン２．UDガイドライン

① ユーザーのニーズ

④ 参考事例 better

コラム
③ ユニバーサルデザインの視点 best

② 基本的な対応事項 must

上りやすい
緩やかな階段が
あるとよい

階段の幅
140cm以上

階段は，高齢者・障害者
等に配慮し，上りやすい
形状・勾配である

③ ユニバーサルデザインの視点 best



12/34「内装計画」（インフィル）のガイドライン２．UDガイドライン

④ 参考事例 better

① ユーザーのニーズ

③ ユニバーサルデザインの視点 best

② 基本的な対応事項 must

④ 参考事例 better

段差部には，段を目
立たせる色彩計画を

するとよい

明度や彩度の
コントラストを利用して
進行方向を示す



13/34「快適な執務環境」（運営・維持）のガイドライン２．UDガイドライン

① ユーザーのニーズ

③ ユニバーサルデザインの視点 best

情報機器：本体や周辺
機器は，楽に手が届く
範囲に設置する



14/34評価項目の構造２．UDガイドライン

基本的な対応事項

基本的な対応事項

UDの視点

UDの視点

・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・

・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・

・・・・
・・・・
・・・・
・・・・

UDの視点

建築計画（スケルトン）段階

施設へのアクセス

•敷地出入口
•敷地内通路
•駐車場
•駐車場からの歩道
•車寄せ

フロアへのアクセス

•建物の出入口
•エントランスホール
•受付
•待合スペース
•廊下
•階段
•エレベータ・エスカレータ

単位空間
•トイレ
•湯沸室

建築計画（インフィル）段階

スペースプランニング
•ゾーニング
•レイアウティング

単位空間

•ワークステーション
•業務支援空間
•情報管理空間
•生活支援空間

環境計画
•熱環境
•光環境

内装計画
•色彩計画
•有害物質の抑制
•内装仕上げ・室内建具

サイン •サイン

運営・維持

多様性への配慮

•個別ニーズへの対応
•快適な執務環境の整備
•利便性への配慮
•執務スタイルへの配慮

安全性の確保 •安全性の確保



15/34UDガイドラインの展開２．UDガイドライン

当該建物のUD上の課題は何か？
他の建物と比べてどうか？

ガイドラインを数値化（指標化）する手法が必要

1

2

3

4

5
敷地出入口

敷地内通路

駐車場

駐車場からの歩道

車寄せ

建物の出入口

エントランスホール

受付

待合スペース

廊下

階段

エレベータ

トイレ

湯沸室

頻度

指標値

1 3 5

総合
指標化
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17/34評価項目の構造３．UD評価

基本的な対応事項

基本的な対応事項

UDの視点

UDの視点

・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・

・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・
・・・・

・・・・
・・・・
・・・・
・・・・

UDの視点

建築計画（スケルトン）段階

施設へのアクセス

•敷地出入口
•敷地内通路
•駐車場
•駐車場からの歩道
•車寄せ

フロアへのアクセス

•建物の出入口
•エントランスホール
•受付
•待合スペース
•廊下
•階段
•エレベータ・エスカレータ

単位空間
•トイレ
•湯沸室

建築計画（インフィル）段階

スペースプランニング
•ゾーニング
•レイアウティング

単位空間

•ワークステーション
•業務支援空間
•情報管理空間
•生活支援空間

環境計画
•熱環境
•光環境

内装計画
•色彩計画
•有害物質の抑制
•内装仕上げ・室内建具

サイン •サイン

運営・維持

多様性への配慮

•個別ニーズへの対応
•快適な執務環境の整備
•利便性への配慮
•執務スタイルへの配慮

安全性の確保 •安全性の確保



18/34評価尺度設定の考え方３．UD評価

１．「基本的な対応事項」に対する評価尺度

4
評価点

「利用円滑化誘導基準」，あ
るいは現時点で最高の技術・
社会水準に相当するレベル

「利用円滑化基準」，あるいは
現時点で一般的な技術・社会
水準に相当するレベル

「建築基準法」など，最低
限の必須条件を満たすレ
ベル

5321

180cm以上120cm以上180cm未満120cm未満

敷地内通路の幅

２．「UDの視点」に対する評価尺度

すべての人が同じ経
路で移動できる

評価点
敷地内通路の幅

１．公平さ
確保されている確保されていない

210



19/34参照した法規・基準３．UD評価

建築基準法

ハートビル法

東京都UDガイドライン

厚生労働省「ＶＤＴ作業における労働衛生管理の
ためのガイドライン」

厚生労働省「受動喫煙防止対策について」

厚生労働省「職場における喫煙対策のための
ガイドライン」

文部科学省「色覚問題に関する指導の手引き」

CASBEE（建築物総合環境性能評価システム）



20/34UD評価項目（スケルトン｢敷地内通路」）３．UD評価

基
本
的
な
対
応
事
項

U
D
の
視
点

1

すべての人が同じ経路で移動できる 1

主要な歩道での段差の存在 1

スロープと平坦部を区別しやすい仕上げの使用 1

夜や冬の薄日に対応した適切な照明の配置 1

誰でも認知できる明るさの照明の確保 1

必要性
評価点

0 2

１．公平さ

移動できない 移動できる

段差がある
段差がない，または段差が
あるが，配慮されている

３．直感的・単純さ
区別しやすい仕上げを使用
していない

区別しやすい仕上げを使用
している

４．情報認知の容易さ

配置していない 配置している

確保していない 確保している

敷地内通路

1 2 3 4 5

表面の仕上げ 1
粗面または滑りにくい
材料を使用していない

粗面または滑りにくい材
料を使用している

（評価しない）

幅（利用円滑化経路） 1 120cm未満 120cm以上180cm未満 180cm以上

車椅子の転回に支障のない場所
の設置（利用円滑化経路）

1
50m以内に設置してい
ない

50m以内ごとに設置して
いる

（評価しない）

戸を設ける場合（利用円滑化経
路）（戸がない場合は評価しない）

0
車椅子使用者が通過
しにくい

車椅子使用者が通過し
やすい

自動ドアで前後に高
低差がない

必要性
評価点

敷地内通路



21/34UD評価項目（インフィル「レイアウティング」）３．UD評価

基
本
的
な
対
応
事
項

U
D
の
視
点

1 2 3 4 5

情報機器の配線などにつまず
かないような配置上の配慮

1 配慮していない 配慮している （評価しない）

短く単純で安全な避難動線の
確保

1 確保していない 確保している （評価しない）

緊急時の避難サインが，いつ
でもどこからでも見えるような
レイアウト上の配慮

1 実施されていない 実施されている （評価しない）

キャビネットなどオフィス什器
の転倒防止対策の実施

1 実施されていない 実施されている （評価しない）

日常使用する動線や避難動線
における段差の有無

1 段差有り 段差無し （評価しない）

必要性
評価点

安全性

0 1 2

誰もが同じ動線を利用できるようなレイアウト上の工夫 1 実施されていない 実施されている

すべてのワーカーが，必要なオフィスの機能を利用できる配慮 1 配慮していない 配慮している

座席変更などにも柔軟に対応できるゆとりのあるレイアウト 1 実施されていない 実施されている

出入口，共用のOA機器などワーカーが共同で利用する場所とワーク
ステーションを結ぶ動線を複数確保する

1 確保されていない 確保されている

動線のわかりやすさ 1 わかりにくい わかりやすい

収納なプリンターなどワーカーが共同で利用するもののフロア内の位
置は，フロアが違ってもできるだけ統一する

1 統一されていない ほぼ統一されている

主要な動線の通路幅と，サブ動線の通路幅とに明確な差を設ける 1 設けていない 設けている

座席や収納場所の表示 1 表示されていない 表示されている

オフィス全体の位置関係が直感的に把握できるように，空間機能別
に什器や床材などの色彩計画の実施

1 実施されていない 実施されている

位置や方向を把握するため，オフィス内に目印（観葉植物やアートな
ど）の設置

1 設置していない 設置している

１．公平さ

２．柔軟さ

３．直感的・単純さ

４．情報認知の容易さ

必要性
評価点

レイアウティング

レイアウティング



22/34UD評価項目（運営・維持「個別ニーズへの対応」）３．UD評価

UDの視点
1

問題やユーザーからの要望があったときに，フレキシブルかつ迅速
に解決するために，部門横断的なサポート体制を確立する

1

困ったときにいつでも相談できる体制を整える 1

相談窓口への連絡先を入居者全員に知らせておく 1

相談窓口に関する情報は，複数の手段で入手できるようにする 1

相談窓口へは，複数の手段（電話，emailなど）でコンタクトできるよう
にする

1

専門的なニーズに関しては，問い合わせが出来る専門家・団体を事
前にリストアップし，必要に応じて問い合わせが出来る体制を整える

1

定期的にワークショップやセミナーを開催し，ワーカーにどのような
サポートが受けられるかを知らせる

1

必要に応じ，マニュアル・ガイドライン（業務マニュアル，避難マニュ
アルなど）を整備する

1

マニュアル・ガイドラインは，できる限り複数の情報伝達手段（小冊
子，音声，点字など）で提供する

1

マニュアル・ガイドラインは各個人に配布する．重要なマニュアルは
携帯用のマニュアルも配布することが望ましい．

1

マニュアル・ガイドラインは定期的に見直しを行う 1

マニュアル・ガイド
ラインの整備

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

サポート体制

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない

0 2
必要性

評価点
個別ニーズへの対応



23/34評価項目数３．UD評価

４６８（４４）５４６合計

６８（０）７９運営・維持

１８６（１６）２００インフィル

２１４（２８）２６７スケルトン

Gビルの場合
（ ）は実測項目数

評価項目数評価対象

１～２日で評価可能



24/34評価点の算出方法（スケルトン・インフィル）３．UD評価

1

すべての人が同じ経路で移動できる 1

主要な歩道での段差の存在 1

スロープと平坦部を区別しやすい仕上げ
の使用

1

夜や冬の薄日に対応した適切な照明の
配置

1

誰でも認知できる明るさの照明の確保 1

４．情報認知の容易さ

配置していない 配置している

確保していない 確保している

段差がない，または段差
があるが，配慮されている

３．直感的・単純さ
区別しやすい仕上げ
を使用していない

区別しやすい仕上げを
使用している

１．公平さ

移動できない 移動できる

段差がある

評価点
スコア

0 2
必要性

■基本的な対応事項（敷地内通路）

■UDの視点（敷地内通路）

平均値
３．６７

合計スコア

最高スコア

６

１０
＝ ＝ ０．６

評価点：４．２７

３

５

３

－

２

２

０

０

２

1 2 3 4 5

表面の仕上げ 1
粗面または滑りにくい
材料を使用していない

粗面または滑りにくい材
料を使用している

（評価しない）

幅（利用円滑化経路） 1 120cm未満 120cm以上180cm未満 180cm以上

車椅子の転回に支障のない場所
の設置（利用円滑化経路）

1
50m以内に設置してい
ない

50m以内ごとに設置して
いる

（評価しない）

戸を設ける場合（利用円滑化経
路）（戸がない場合は評価しない）

0
車椅子使用者が通過
しにくい

車椅子使用者が通過し
やすい

自動ドアで前後に高
低差がない

必要性
評価点

スコア



25/34評価点の算出方法（運営・維持）３．UD評価

合計スコア

最高スコア

８

２２
＝ ＝０．３６

評価点

0.8以上0.5以上0.8未満0以上0.5未満（評価しない）（評価しない）

54321

1

問題やユーザーからの要望があったときに，フレキシブルかつ迅速
に解決するために，部門横断的なサポート体制を確立する

1 2

困ったときにいつでも相談できる体制を整える 1 2

相談窓口への連絡先を入居者全員に知らせておく 1 0

相談窓口に関する情報は，複数の手段で入手できるようにする 1 0

相談窓口へは，複数の手段（電話，emailなど）でコンタクトできるよう
にする

1 2

専門的なニーズに関しては，問い合わせが出来る専門家・団体を事
前にリストアップし，必要に応じて問い合わせが出来る体制を整える

1 0

定期的にワークショップやセミナーを開催し，ワーカーにどのような
サポートが受けられるかを知らせる

1 0

必要に応じ，マニュアル・ガイドライン（業務マニュアル，避難マニュ
アルなど）を整備する

1 0

マニュアル・ガイドラインは，できる限り複数の情報伝達手段（小冊
子，音声，点字など）で提供する

1 0

マニュアル・ガイドラインは各個人に配布する．重要なマニュアルは
携帯用のマニュアルも配布することが望ましい．

1 0

マニュアル・ガイドラインは定期的に見直しを行う 1 2

マニュアル・ガイド
ラインの整備

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

サポート体制

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない 配慮（実施）されている

配慮（実施）されていない

スコア
0 2

必要性
評価点



26/34重み係数による総合評価値の算出３．UD評価

建築計画（スケルトン）
段階（0.34）

施設へのアクセス
（0.45）

•敷地出入口（0.35）
•敷地内通路（0.35）
•駐車場（0.1）
•駐車場からの歩道（0.1）
•車寄せ（0.1）

フロアへのアクセス
（0.45）

•建物の出入口（0.2）
•エントランスホール（0.05）
•受付（0.1）
•待合スペース（0.05）
•廊下（0.2）
•階段（0.1）
•エレベータ・エスカレータ（0.3）

単位空間（0.1） •トイレ（0.9）
•湯沸室（0.1）

建築計画（インフィル）
段階（0.34）

スペースプランニング
（0.2）

•ゾーニング（0.5）
•レイアウティング（0.5）

単位空間（0.2）

•ワークステーション（0.55）
•業務支援空間（0.25）
•情報管理空間（0.15）
•生活支援空間（0.05）

環境計画（0.25） •熱環境（0.5）
•光環境（0.5）

内装計画（0.25）
•色彩計画（0.1）
•有害物質の抑制（0.7）
•内装仕上げ・室内建具（0.2）

サイン（0.1） •サイン（1.0）

運営・維持（0.32）

多様性への配慮
（0.2）

•個別ニーズへの対応（0.3）
•快適な執務環境の整備（0.3）
•利便性への配慮（0.1）
•執務スタイルへの配慮（0.3）

安全性の確保（0.8） •安全性の確保（1.0）

基本的な対応事項

UDの視点

基本的な対応事項

UDの視点

UDの視点

＋

＋
U
D
総
合
評
価



INDEX 
１．平成１７年度 UD研究部会の活動報告
・具体的な活動内容

２．UDガイドライン
・建物のスケルトン，インフィル，運営・維持に関するUD基準

３．UD評価手法
・UDガイドラインに基づくUD格付け手法

４．ケーススタディ
・UD評価手法の適用事例

５．今後の課題



28/34ケーススタディの概要４．ケーススタディ

•２００５年８月～９月３．実施期間

•事務所
•竣工後１０年以内

２．対象施設

•評価項目・評価尺度の妥当性の検証
•評価のしやすさの検証
•現段階の“一般レベル”の把握

１．目的



29/34評価項目別のスコア（Gビルの例）４．ケーススタディ

3.2 3.1 3.2

1

2

3

4

5

施設へのｱｸｾｽ ﾌﾛｱへのｱｸｾｽ 単位空間

評
価
点

施設へのアクセ
ス（0.45）

3.0

4.0

1

2

3

4

5

多様性への配慮 安全性

評
価
点

3.1
3.3

4.3

3.1 3.0

1

2

3

4

5

ｽﾍﾟｰｽﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 単位空間 環境計画 内装計画 サイン

評
価
点

建築計画（スケル
トン）段階（0.34）

フロアへのアク
セス（0.45）

建築計画（インフィ
ル）段階（0.34）

単位空間（0.1）

スペースプラン
ニング（0.2）

単位空間（0.2）

環境計画
（0.25）

内装計画
（0.25）

サイン（0.1）

運営・維持（0.32）

多様性への
配慮（0.2）

U
D
総
合
評
価

3.2
3.4

3.8

1

2

3

4

5

ｽｹﾙﾄﾝ ｲﾝﾌｨﾙ 運営・維持

評
価
点

総合評価値：３．５ 安全性の確保
（0.8）



30/34Gビルの評価結果（スケルトン）４．ケーススタディ

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5
敷地出入口

敷地内通路

駐車場

駐車場からの歩道

車寄せ

建物の出入口

エントランスホール

受付

待合スペース

廊下

階段

エレベータ

トイレ

湯沸室

歩道

歩車分離に課題

情報提供に課題

段差や傾斜路に
ＵＤ的配慮

総合評価値：３．２４



31/34UDベンチマークの設定４．ケーススタディ

1

2

3

4

5
敷地出入口

敷地内通路

駐車場

駐車場からの
歩道

車寄せ

建物の出入口

エントランスホール

受付

待合スペース

廊下

階段

エレベータ

トイレ

湯沸室

ベンチマークの設定により，当該ビルの
位置づけを認識することが可能になる



32/34UD総合指標値によるUD格付け４．ケーススタディ

3.2

3.3 3.3

3.8

3.4 3.3
3.5

3.8

1

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

Aビル Bビル Cビル Dビル Eビル Fビル Gビル Hビル

評
価
点

スケルトン インフィル 運営・維持 UD総合評価値

標準（B）

良好（A）

優秀（S）

劣る（C）



33/34今後の課題５．最後に

① UDチェックリストの修正

②ケーススタディの実施

③UDチェックリスト（簡易版）の作成

④「オフィスのユニバーサルデザインに向けて
評価手法編」の発刊

⑤UD改修優先度判定手法の検討
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